










実験育児学 

仔ザル(カニクイザル)を実験動物として母子早期分離が,種・特異的固定行動型(摂食行動,

遊び行動,性行動,養育行動など)に如何なる影響をおよぼすかについて長期的研究を行い,

比較動物学的にも,ヒトの母子相互作用の解明への一端を追求している。 

現在までの研究結果からの推察では,従来,本能的行動といわれていた種・特異的固定行動

型も,単に,生得的(遺伝子)にプログラミングされ,支配されている行動のみでなく,DNA 中

に準備され,さらに生後の母子相互作用によるシグナルに基き触発され刻印される行動,母

親・仲間を通じての模倣学習により作られる行動の総和によることが明かになってきてお

り,それぞれに cri-tical period の存在することも明かとなった。しかも,この,種・特異

的固定行動型の確立は胎児期,生後の乳幼児期早期にあり,脳 DNA の発達,ミエリネーショ

ンの発達との相関も推察される結果を得た。 

今回は,サルを中心とする“Isolation Monkey”に関する文献的考察を行うと共に,human 

biology の立場から育児学の理論的確立を目ざして「実験育児学」メデイサイエンス,1981

を出版し,併せて,胎児期・乳幼児期の人生早期の母子相互作用の重要性を指唆した。 


